
部品大賞 自動車分野
芝
浦
工
業
大
学
名
誉
学
長
小
口
　
泰
平
氏

機
能
や
価
値
感
が
多
様
化

　
東
日
本
大
震
災
、
こ
の
厳

し
い
大
災
害
が
「
モ
ノ
づ
く

り
」
の
根
幹
を
脅
か
し
た
現

実
に
、
改
め
て
思
い
を
寄
せ

な
が
ら
の
審
査
と
な
っ
た
。

自
動
車
分
野
の
部
品
は
、
製

品
と
商
品
の
両
面
を
併
せ
持

つ
フ
ィ
ー
ル
ド
特
性
を
受
け

て
、
基
本
単
位
の
「
要
素
部

品
」
か
ら
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
機
能
を
付
加
し
た
「
機
能

部
品
」
、
さ
ら
に
は
カ
ー
ラ

イ
フ
の
価
値
観
を
主
張
す
る

「
付
加
価
値
部
品
」
な
ど
多

様
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
ト
レ
ー
ド
オ

フ
の
関
係
に
あ
っ
た
機
能
や

性
能
を
両
立
さ
せ
る
画
期
的

な
新
技
術
が
生
ま
れ
始
め
て

い
る
。

　
自
動
車
部
品
賞
は
３
件
。

東
洋
ゴ
ム
工
業
の
「
低
燃
費

タ
イ
ヤ

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
　
Ｅ

Ｃ
Ｏ
　
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｅ
Ｒ

」

は
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係

に
あ
る
低
燃
費
化
と
湿
潤
路

面
の
制
動
力
確
保
を
高
次
元

で
両
立
さ
せ
て
い
る
。
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
と
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

そ
し
て
パ
タ
ー
ン
の
統
合
化

に
よ
り
、
日
本
初
の
転
が
り

抵
抗

％
の
低
減
効
果
は
意

義
深
い
。
日
本
精
工
の
「
冷

間
成
形
ハ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
軸

受
」
は
、
車
両
の
足
回
り
の

要
で
あ
り
、
独
創
的
な
冷
間

加
工
で
、
強
度
の
向
上
と
軽

量
化
さ
ら
に
製
造
時
の
熱
エ

ネ
削
減
に
よ
る
環
境
効
果
も

大
で
あ
る
。
大
成
プ
ラ
ス
の

「
自
動
車
部
品
用
超
軽
量
筐

体

Ｅ
Ｃ
Ｕ
　
Ｂ
Ｏ
Ｘ

」

は
、
ア
ル
ミ
圧
延
材
と
樹
脂

の
一
体
成
形
に
よ
り
放
熱
性

・
気
密
性
の
最
適
化
、
大
幅

な
軽
量
化
と
コ
ス
ト
低
減
な

ど
部
品
と
し
て
の
誇
り
を
見

る
思
い
が
す
る
。

　
奨
励
賞
は
２
件
。
大
和
化

成
の
「
大
型
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
封
止
部
品

ガ
ス
ケ

ッ
ト

」
は
、
フ
ッ
素
樹
脂

材
を
活
用
し
た
射
出
薄
肉
成

形
技
術
と
品
質
が
注
目
さ
れ

る
。
小
島
プ
レ
ス
工
業
の

「
補
助
バ
ッ
テ
リ
ー
搭
載
用

ブ
ラ
ケ
ッ
ト
／
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
成
形
」
は
、
物
性
論
を
ベ

ー
ス
に
小
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

成
形
機
を
実
現
し
、
経
済
性

・
省
エ
ネ
に
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

蓄
熱
型
ビ
ル
空
調
の
能
力
向
上

ＪＸ日鉱日石エネルギー
パラフィン系潜熱蓄熱材エコジュール

　
「
エ
コ
ジ
ュ
ー
ル
」
は
洗
剤

の
原
料
な
ど
に
使
わ
れ
る
原
油

由
来
の
素
材
、
ノ
ル
マ
ル
パ
ラ

フ
ィ
ン
を
活
用
し
た
潜
熱
蓄
熱

材
。
１
９
９
０
年
代
後
半
に
蓄

熱
材
と
し
て
の
開
発
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　
水
が
ゼ
ロ
度
Ｃ
で
凝
固
す
る

凍
る

の
に
対
し
、
ノ
ル
マ

ル
パ
ラ
フ
ィ
ン
は
凝
固
温
度
が

３
―

度
Ｃ
。
物
質
は
融
解
・

凝
固
す
る
際
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
吸
収
・
放
出
す
る
が
、
よ
り

高
い
温
度
で
融
解
、
凝
固
す
る

た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を

増
や
す
こ
と
な
く
熱
を
蓄
え
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
氷
を
蓄
熱
材

に
使
う
場
合
、
冷
凍
装
置
な
ど

で
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い

水
を
凍
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。

だ
が
、
ノ
ル
マ
ル
パ
ラ
フ
ィ
ン

は
生
活
温
度
帯
で
融
解
・
凝
固

す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大

幅
に
省
け
る
。

　
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
は
、
目
的
と
す
る
蓄
熱
温
度

に
適
し
た
ノ
ル
マ
ル
パ
ラ
フ
ィ

ン
を
選
び
出
し
、
Ｔ
Ｓ
パ
ラ
フ

ィ
ン
と
し
て
製
法
を
確
立
。
そ

の
ま
ま
だ
と
消
防
法
上
の
危
険

物
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
ゲ

ル
状
に
し
た
り
、
粉
末
状
に
し

た
り
、
あ
る
い
は
ス
ラ
リ
ー
状

と
す
る
こ
と
な
ど
で
安
全
な
製

品
に
仕
上
げ
た
。
こ
れ
ら
を
ま

と
め
て
パ
ラ
フ
ィ
ン
系
潜
熱
蓄

熱
材
「
エ
コ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
し

て
商
標
登
録
。
ノ
ル
マ
ル
パ
ラ

フ
ィ
ン
を
国
内
で
生
産
す
る
の

は
同
社
の
み
で
、
非
常
に
ユ
ニ

ー
ク
な
製
品
と
言
え
る
。

　
市
場
で
は
、
ま
ず
既
存
の
蓄

熱
型
ビ
ル
空
調
の
能
力
を
引
き

上
げ
る
用
途
で
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
。
ゲ
ル
状
の
パ
ラ
フ
ィ

ン
を
細
長
い
フ
ィ
ル
ム
パ
ッ
ク

に
詰
め
、
こ
れ
を
蓄
熱
用
水
槽

に
入
れ
て
お
く
。
夜
間
電
力
で

冷
熱
を
蓄
え
、
昼
間
に
そ
の
熱

を
放
出
し
て
冷
房
に
活
用
す
る

と
い
う
も
の
。
あ
る
ホ
テ
ル
の

導
入
事
例
で
は
、
蓄
熱
量
を
１

３
０
％
も
向
上
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
。
昼
間
の
ピ
ー
ク
電
力
を

５
％
削
減
し
た
ほ
か
、
安
い
夜

間
電
力
を
活
用
す
る
こ
と
で
コ

ス
ト
の
削
減
に
も
つ
な
が
っ

た
。

　
今
後
は
住
宅
・
建
材
市
場
で

の
展
開
が
有
望
。
壁
材
に
挟
み

込
み
、
昼
に
蓄
え
た
太
陽
熱
を

夜
に
放
出
す
る
こ
と
で
、
よ
り

高
度
な
省
エ
ネ
住
宅
を
実
現
で

き
る
と
し
て
い
る
。

下山田孝氏ＪＸ日鉱日石エネルギー常務執行役員化学品本部長
多
分
野
で
の
活
用
期
待

喜びの声
　
商
品
化
以
前
の
開
発
段
階
か
ら
、
こ

の
商
品
に
期
待
し
、
事
業
化
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の

受
賞
を
率
直
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　
エ
コ
ジ
ュ
ー
ル
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

省
資
源
に
大
き
く
貢
献
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
抑
制
効
果
も
併
せ
持
ち
ま
す
。

当
社
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
素
材
の
総
合
企
業
で
あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
届
け
る
と
と

も
に
、
地
球
環
境
と
の
共
生
を
図
る
こ
と
が
社
会
的

責
任
だ
と
心
得
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
エ
コ
ジ

ュ
ー
ル
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
間
的
移
動
、
空
間
的
移

動
を
可
能
に
し
、
電
力
負
荷
の
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
や
機

器
使
用
効
率
の
向
上
、
そ
し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
だ

け
に
、
こ
れ
か
ら
多
分
野
で
使
っ
て
い
た
だ
け
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
ビ
ル
の
空
調
設
備
や
自
動
車
部
品
、衣
類
、

医
療
用
器
具
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
数
量
で

最
も
期
待
し
て
い
る

の
は
住
宅
・
建
材
分

野
。
壁
材
の
蓄
熱
材

な
ど
を
想
定
し
て
お

り
、こ
れ
に
よ
り
、事

業
規
模
を
飛
躍
的
に

伸
ば
し
て
い
き
た
い

で
す
。

現
代
型
匠
の
工
夫
の
集
結

生活関連分野
東
北
大
学
大
学
院
教
授
石
田
　
秀
輝
氏

　
東
日
本
大
震
災
以
後
、
モ

ノ
づ
く
り
の
価
値
観
は
大
き

く
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
そ
れ
は
新
規
な
価
値
観

が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
柳
宗
悦
の
い
う

「
用
の
美
」
、
す
な
わ
ち

「
用
と
は
共
に
物
心
へ
の
用

で
あ
り
、
物
心
は
二
相
で
は

な
く
不
二
で
あ
る
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
、　本
来
　
も
の

が
持
つ
べ
き
価
値
観
が
改
め

て
問
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て

も
よ
い
。
そ
れ
は
美
し
く
、

簡
に
し
て
明
で
あ
り
、
愛
着

を
呼
び
起
こ
し
、
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
価
値
観
が
地
球
環

境
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
て

い
る
モ
ノ
づ
く
り
と
も
言
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
視

点
を
意
識
し
な
が
ら
審
査
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

モ

ノ
づ
く
り
部
品
大
賞
と
な
っ

た
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
「
パ
ラ
フ
ィ
ン
系
潜
熱
蓄

熱
材
エ
コ
ジ
ュ
ー
ル
」
は
、

生
活
温
度
領
域

３
―

度

Ｃ

で
潜
熱
蓄
熱
が
可
能

で
、
従
来
の
氷
を
用
い
た
も

の
よ
り
、
よ
り
効
率
的
に
、

さ
ら
に
利
用
す
る
熱
源
に
応

じ
、
数
度
Ｃ
程
度
の
最
適
な

温
度
範
囲
で
潜
熱
蓄
熱
制
御

が
可
能
で
あ
る
。
従
来
の
も

の
と
は
全
く
発
想
の
異
な
る

画
期
的
な
素
材
の
開
発
と
言

え
る
。
さ
ら
に
、
パ
ッ
ク
に

す
る
こ
と
で
、
高
効
率
、
省

設
置
面
積
、
低
環
境
負
荷
の

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ
、

ま
さ
に
丁
寧
で
繊
細
な
商
材

で
あ
る
。

　
竹
中
工
務
店
の
「
伝
統
木

造
建
築
用
超
塑
性
亜
鉛
ア
ル

ミ
合
金
制
震
ダ
ン
パ
ー
」
は

施
工
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と

で
、
合
金
の
性
能
を
フ
ル
に

引
き
出
す
。
ニ
シ
ム
ラ
の

「
隠
し
丁
番

ア
ー
チ
　
ス

テ
ル
ス
丁
番

」
は
プ
レ
ス

成
型
で
加
工
を
行
い
、
施
工

後
も
ド
ラ
イ
バ
ー
１
本
で
扉

の
３
次
元
調
整
を
可
能
に

し
、
安
価
で
高
い
施
工
性
を

発
現
さ
せ
た
。
と
も
に
、
部

分
最
適
で
は
な
く
全
体
最
適

な
商
材
を
技
と
工
夫
で
成
し

遂
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
応

募
商
材
は
、
ま
さ
に
、
現
代

型
匠
の
技
の
集
結
と
も
言
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　　 ２０１１年 平成２３年 １２月６日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）


